
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜よこはまこどもマリンスクール 34 期生 募集要項＞ 

【参 加 資 格】過去に参加したことのない横浜 市内 在住または在学の平成 30 年度 小学 4～6 年 生 
 

【募 集 人 数】176 人 ※応募 者 多数 抽選  
 

【参 加 料】80,000 円（税 込） 

宿泊 費（帆船 日本 丸 、南伊 豆臨 海学 園 、野 島など年 4 回の宿泊 ）・ 

南伊 豆への交通費・教 材費・被 服費（T シャツ・トレーナーなど）・保険 料等  
 

【申 込 方 法】横浜市 体育 協会ホームページ「マリンスクールお申込みフォーム」または、 

往復はがきに ①氏名（ふりがな） ②性別 ③生年 月日  ④郵 便番 号  ⑤住所  

⑥電 話 番 号  ⑦学 校 名  ⑧H３０年 度 の学 年  ⑨Ｔシャツのサイズ（130/140/150・

160 ㎝/S・M・L）を記入 し申込み 

http://www2.yspc.or. jp/ysa/jigyoshokai/marine/index.html  

 

【申 込 締 切】平成 30 年 3 月 7 日(水)必 着  

 

【申込・問合せ先】 

 

 

 
 

主 催：（公 財）横 浜 市 体 育 協 会  共催 ：横 浜 市 市 民 局  後援 ：横 浜 市 教 育 委員 会  
 

 

お問 合 せ先  

（公 財 ）横 浜 市 体 育 協 会  スポーツ事 業 部 長   植 木  克 典  TEL045(640)0049 

平 成 ３０年 2 月 1 日  
（公 財 ）横 浜 市 体 育 協 会  
     スポーツ事 業 部  

記 者 発 表 資 料 

 

〒231-0015 横浜市 中区 尾上 町 6-81 ニッセイ横浜尾 上町ビル 

（公財）横 浜市 体育 協 会  よこはまこどもマリンスクール係  

TEL：045-640-0018（スポーツ事 業 課 平日 9 時～17 時） 

「よこはまこどもマリンスクール」では、国の重要文化財に指定されている「帆船日本丸」

での年 2 回の宿泊訓練や、夏休みには南伊豆臨海学園での 4 泊 5 日の合宿など、日常

とは異なる集団生活による船員活動体験や、海や船に関する学習を 5 月から 3 月までの

年間を通して活動しています。第 34 期生の参加者を募集します!! 

 

写 真 提 供 ：(公 財 )帆 船 日 本 丸 記 念 財 団  

裏 面 あり 

http://www2.yspc.or.jp/ysa/jigyoshokai/marine/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

日程・プログラム（年間予定） 

グループＡ 6/30 (土)・7/1(日)

グループＢ 7/7 (土)・7/8 (日)

会場(予定) 開港記念会館 日本丸訓練センター 野島合宿訓練青少年研修センター 日本丸訓練センター 開港記念会館

事業説明会 5 月定例会（開校式） 野島合宿訓練 日本丸海洋教室Ⅰ 保護者説明会

申込み手続き　 開校式・オリエンテーション 友達作り 甲板みがき 南伊豆にむけて

事業内容 点呼訓練　 キャンドルファイヤー カッター訓練・講義

注意事項の説明 日本丸見学 操帆訓練・結さく訓練

グループＡ 3/9 (土)・3/10 (日)

グループＢ 3/16 (土)・3/17 (日)

会場(予定) 市立本町小学校 南伊豆臨海学園 日本丸訓練センター等 日本丸訓練センター 日本丸訓練センター

水泳訓練 南伊豆自然教室 月1回　定例会 日本丸海洋教室Ⅱ 閉校式

シュノーケリング　 海や自然に関する学習 甲板みがき、運動会 甲板みがき、手旗訓練、 閉校式

泳力別訓練 カッター、遠泳、ハイキング ネイチャーゲーム、カルタ作り カッター訓練、登しょう訓練

シーカヤック、ナイトハイク ロープ・手旗訓練、 結さく訓練等

キャンプファイヤー等 ウォークラリー等

4/15(日) 5/12 (土) 6/16 (土)～17(日) 7/22 (日)

8/1(水)～8/4 ( 土) 8/10(金)～8/14 (火) 9 月～2月 3/17 (日)

行事内容

行事内容

 
 

 

 

活動の様子 
 

「よこはまこどもマリンスクール」は、帆 船 日 本 丸 や南 伊 豆 臨 海 学 園 などの海 に関

する施 設 を活 用 し、一 年 間を通したプログラムの中で、海 や船と港 に関する知 識や

技術を身につけるとともに、水泳・カッター（短艇）などの訓練や集団 生活を通して

心身をきたえ、やさしく強い“はまっ子”を育 てることを目的としています。 

 


